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昨
年
度
よ
り
新
聞
の
発
行

母
体
で
あ
る
「
日
吉
台
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
の
事
務
局

長
を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、

前
編
集
長
の
野
々
口
さ
ん
が

自
治
連
合
会
の
会
長
に
選
ば

れ
た
た
め
、
急
遽
交
代
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
大
学
教
員
と
し
て
哲
学
や

社
会
学
を
教
え
て
い
ま
す
が
、

若
い
頃
に
数
年
ほ
ど
新
聞
記

者
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

発
刊
時
か
ら
日
吉
台
新
聞
に

関
わ
り
、
上
司
に
怒
鳴
ら
れ

な
が
ら
徹
夜
で
記
事
を
書
い

た
青
年
時
代
を
懐
か
し
く
思

い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

日
吉
台
に
来
て
ま
だ
７
年

目
で
す
が
、
日
吉
台
の
人
た

ち
の
住
民
意
識
の
高
さ
、
そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

強
い
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と

に
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
て

い
ま
す
。
日
吉
台
新
聞
の
編

集
を
つ
う
じ
て
、
私
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
つ
可
能

性
を
広
げ
、
楽
し
い
町
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。変

わ
っ
た
名
前
な
の
で
よ

く
不
思
議
が
ら
れ
る
の
で
す

が
、
古
い
日
本
語
で
「
理
想

郷
」
と
い
う
意
味
で
す
。
名

前
の
と
お
り
、
日
吉
台
を
理

想
の
町
に
し
て
い
く
た
め
に

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
今

後
と
も
日
吉
台
新
聞
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
吉
台
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
林
堅
太
郎
会
長
）

の

28
年
度
全
体
会
議
が

5

月

22
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
事
務
局
側
か
ら

提
案
さ
れ
た
「
空
き
家
対
策

事
業
部
」
「
日
吉
台
マ
ル
シ
ェ

事
業
部
」
「
緑
の
ま
ち
並
み

事
業
部
」
の
３
事
業
部
の
新

設
を
承
認
し
た
。

「
や
す
ら
か
」
▽
「
す
こ

や
か
」
▽
「
は
れ
や
か
」
▽

「
な
ご
や
か
」
▽
「
に
ぎ
や

か
」
―
―
。
会
議
で
は
、
林

会
長
が
、
今
後
日
吉
台
が
進

め
る
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
の
策
定
を
報
告
。
事
務
局

側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
指
針
に

沿
っ
て
日
吉
台
の
課
題
と
現

状
を
報
告
し
た
あ
と
、
ま
ち

づ
く
り
を
長
期
展
望
し
た

10
年
計
画
「
日
吉
台
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
６
」
を
今
年
度
中

の
作
成
を
提
案
し
た
。

同
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

昨
年
度
、
新
体
制
に
移
行
、

事
務
局
体
制
を
強
化
、
一
年

か
け
長
、
短
期
両
面
の
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
き
た
。
長
期
展
望
と
は
別

に
、
目
の
前
に
置
か
れ
る
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
昨
年
度
、

「
子
育
て
応
援
隊
事
業
部
」

「
日
吉
台
新
聞
事
業
部
」
を

設
置
、
活
動
を
始
め
て
お
り
、

今
回
新
た
に
３
事
業
部
設
置

の
運
び
と
な
っ
た
。

新
設
さ
れ
る
「
空
き
家
対

策
事
業
部
」
は
、
深
刻
化
す

る
日
吉
台
の
空
き
家
問
題
の

解
決
に
向
け
、
大
津
市
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
空
き
家

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
新
住
民
獲
得
に

向
け
た
方
策
を
検
討
、
実
施

す
る
。

「
日
吉
台
マ
ル
シ
ェ
事
業

部
」
は
、
町
内
で
定
期
的
に

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
、

住
民
に
よ
る
農
産
物
や
手
づ

く
り
用
品
、
中
古
品
な
ど
の

販
売
を
行
う
。
資
源
の
有
効

活
用
と
住
民
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
狙
い
に
し
て
い
る
。

「
緑
の
ま
ち
並
み
事
業
部
」

は
。
シ
ン
ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の

選
定
、
普
及
、
街
路
樹
の
老

化
に
伴
う
諸
問
題
の
解
決
を

図
る
な
ど
統
一
感
の
あ
る
美

し
い
ま
ち
並
み
を
守
る
た
め

に
事
業
を
行
な
う
。

学
区
体
育
振
興
会
（
清
水

精
一
会
長
）
と
学
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
中
西
耕
司
会

長
）
主
催
の
第

32
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

5

月

15
日
、
日
吉
台
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
。

参
加
者
ら
は
、
汗
ば
む
陽
気

の
も
と
元
気
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
、

校
庭
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
乾
い

た
打
音
を
響
か
せ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
体
育
振
興
会
と

老
ク
連
が
、
同
じ
時
期
に
別
々

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
い
て
い
た
。
一
作
年
来
、

経
費
と
労
力
削
減
を
目
的
に

行
事
の
統
合
化
が
検
討
さ
れ
、

今
回
初
め
て
体
育
振
興
会
と

老
ク
連
の
共
同
開
催
が
実
現

し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
日
吉
台
に
住

む
住
民
約

82
人
が
参
加
。

参
加
者
の
う
ち
最
高
齢
は
、

88
歳
の
４
丁
目
西
、
藤
原
昭

三
さ
ん
、
最
年
少
は
小
学
１

年
生
の
２
丁
目
南
、
高
田
一

樹
さ
ん
だ
っ
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
子
ど
も
た
ち
を
交
え

た
６
人
１
組
で
、
８
ホ
ー
ル

の
プ
レ
ー
行
い
、
ゴ
ル
フ
と

同
じ
よ
う
に
打
数
の
少
な
さ

で
腕
と
技
を
競
っ
た
。
時
に

は
、
１
打
で
設
け
ら
れ
た
ホ
ー

ル
に
入
れ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
す
る
選
手
も
あ
り
、
「
ナ

イ
ス
イ
ン
」
や
「
惜
し
い
、

残
念
」
な
ど
の
声
も
。
会
場

は
、
終
始
、
選
手
や
応
援
の

家
族
連
れ
ら
の
拍
手
や
歓
声

に
包
ま
れ
て
い
た
。

競
技
の
結
果
、
大
人
（
中

学
生
以
上
）
の
部
で
は
、
岡

崎
一
郎
さ
ん
（
１
北
）
が
ス

コ
ア

19
で
、
小
学
生
の
部

で
は
、
４
年
生
、
久
保
田
真

由
さ
ん
（
１
北
）
が
ス
コ
ア

34
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

ま
た
、
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
あ
げ
た
６
人
が
日
吉
台
学

区
の
代
表
と
し
て
、
６
月
５

日
、
皇
子
山
総
合
運
動
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
る
「
第

16
回
学
区
対

抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

に
出
場
す
る
。

優
勝
以
外
の
成
績
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）

【
大
人
（
中
学
生
以
上
）

の
部
】
②
吉
岡
常
雄
（
２
北
）

③
砂
川
結
（
１
南
）

【
小
学
生
の
部
】
②
野
原

直
太
（
１
南
）
③
岸
田
涼
菜

（
1
北
）

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
】
吉

岡
常
雄
（
２
北
）、
小
篠
正

治
（
２
北
）、
石
村
真
由
子

（
２
南
）

【
自
治
会
対
抗
】
①
２
北

②
１
南
③
１
北

【
学
区
対
抗
大
会
出
場
者
】

監
督
＝
森
本
祐
司
▽
選
手
＝

北
海
彰
（
１
南
）、
山
下
英

子
（
４
東
）、
大
瀧
岩
夫

（
３
東
）、
中
村
真
紀
子
（
４

西
）、
岡
崎
一
郎
（
１
北
）、

砂
川
結
（
１
南
）

学
区
自
治
連
合
会
は
、
徘

徊
老
人
や
、
認
知
症
の
行
方

不
明
者
を
早
期
発
見
で
き
る

体
制
づ
く
り
「
日
吉
台
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築

す
る
こ
と
を
決
め
、
近
く
日

吉
台
社
会
福
祉
協
議
会
、
自

主
防
犯
推
進
会
、
自
主
防
災

会
な
ど
学
区
内
の
関
係
団
体

と
協
議
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
。昨

年
度
、
学
区
内
で
は

4
件
の
行
方
不
明
案
件
が
発

生
、
い
ず
れ
も
住
民
の
協
力

で
早
期
発
見
さ
れ
て
い
る
。

大
津
市
も

23
年
度
、
「
認
知

症
高
齢
者
早
期
発
見
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
設
置
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

高
知
大
医
学
部
の
認
知
症

行
方
不
明
高
齢
者
の
死
亡
事

例
調
査
に
よ
る
と
、
死
亡
事

例
19
例
中
、
徒
歩
の
場
合

約
７
割
が
生
活
拠
点
か
ら
５

０
０
㍍
以
内
で
死
亡
し
て
お

り
、
「
５
０
０
㍍
以
内
の
捜

索
や
早
期
通
報
が
重
要
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

日
吉
台
の
昨
年
の
ケ
ー
ス

で
は
、
対
象
の
丁
自
治
会
、

自
主
防
犯
の
努
力
で
早
期
発

見
で
き
た
が
、
学
区
全
域
で

の
体
制
づ
く
り
は
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
学
区
自
治
連
は
、

今
年

2
月
、
自
治
連
役
員

会
で
問
題
提
起
、
学
区
広
域

で
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の

5
月
、

自
主
防
犯
推
進
会
に
依
頼
し

た
「
日
吉
台
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
の
原
案
が
示

さ
れ
た
。
原
案
は
、
行
方
不

明
対
象
者
の
家
族
の
理
解
を

得
た
事
前
登
録
者
制
を
採
用
、

自
治
連
加
盟
者
だ
け
で
な
く

学
区
全
住
民
に
対
象
を
広
げ

て
い
る
の
が
特
色
。
こ
の
原

案
を
関
係
団
体
に
提
示
、
構

築
に
つ
い
て
の
協
議
を
開
始

す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

編集長が代わりました

村澤 真保呂

空
き
家
対
策
な
ど
３
事
業
部
新
設

ま
ち
づ
く
り
協
全
体
会
議
で
決
定

青空のもと元気はつらつプレーするグラウンドゴルフ大会

の参加

元
気
は
つ
ら
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

体
振
、
老
ク
連
初
の
共
催
大
会

認
知
症
不
明
者
捜
索
体
制
構
築
へ

日
吉
台
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
年
4
月
、
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
の

た
め
、
学
区
自
治
連
は
、
学

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生

児
童
委
協
議
会
と
共
同
で
、

日
吉
台
支
所
に
募
金
箱
を
置

き
、
募
金
活
動
を
行
な
う
。

募
金
箱
を
置
く
の
は
、
6

月
30
日
ま
で
。
今
回
の
義

捐
金
の
扱
い
で
、
領
収
書
の

発
行
が
で
き
ず
、
寄
付
金
控

除
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

市
自
治
連
を
通
じ
、
中
央
募

金
会
、
日
本
赤
十
字
社
に
送

付
す
る
。

熊
本
地
震
募
金
箱

日
吉
台
支
所
に
設
置

空き家対策など新事業部を決めるまち協全体会議
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足
腰
が
弱
り
庭
の
草
取
り
や
買
い
物
な
ど
で
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か
ー
ー
。
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
呉
屋
之
保
会

長
）
は
、
高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人
を
対
象
に
、
日
常

生
活
サ
ポ
ー
ト
や
困
り
ご
と
を
解
消
す
る
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
同
協
議
会
の
こ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
「
日
吉
台
さ

さ
え
あ
い
の
会
」
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て
５
年
目
。
地
域
に

住
む
お
年
寄
り
た
ち
か
ら
「
気
軽
に
依
頼
で
き
、
助
か
り

ま
す
」
と
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
さ
え
あ
い
の
会
が
行
な

う
活
動
は
、
庭
の
草
取
り
、

低
木
の
刈
り
込
み
、
庭
木
の

水
や
り
、
障
子
の
張
替
え
、

買
い
物
代
行
、
電
球
の
交
換
、

ご
み
・
古
紙
出
し
ほ
か
、
草

よ
け
の
シ
ー
ト
張
り
、
家
具

の
移
動
、
お
年
寄
り
の
話
し

相
手
や
見
守
り
な
ど
の
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
も
。

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
依

頼
の
内
容
、
希
望
日
時
な
ど

を
さ
さ
え
あ
い
の
会
指
定
の

携
帯
電
話
に
電
話
す
る
だ
け
。

困
り
ご
と
を
担
当
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
依
頼
主
に
電
話
が

あ
り
、
作
業
内
容
を
確
認
後
、

打
ち
合
わ
せ
た
日
時
に
担
当

サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
れ
、
依
頼

作
業
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
。

作
業
は
有
料
で
、
庭
の
草
取

り
、
庭
木
の
刈
り
込
み
、
障

子
の
張
替
え
な
ら

30
分
２

５
０
円
、
買
い
物
代
行
は
、

平
和
堂
坂
本
店
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
坂
本
店
、
ア
ヤ
ハ
デ
ィ
オ

堅
田
店
の
３
店
限
定
で
１
店

あ
た
り
１
回
３
０
０
円
。
依

頼
者
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
直
接
、

現
金
か
福
祉
さ
さ
え
あ
い
券

で
活
動
費
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

受
付
電
話
は
、
携
帯
０
８

０
ー
１
４
５
９
ー
７
０
２
６

（
時
間
は
平
日
の
午
前

10
時

～
午
後

5
時
）
。

同
協
議
会
が
、
さ
さ
え
あ

い
の
会
の
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
は
、
平
成

23
年

８
月
。
日
吉
台
学
区
は
、
年
々

高
齢
化
が
進
み
、
庭
の
草
取

り
や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活

に
も
支
障
を
き
た
す
世
帯
が

増
加
、
「
解
決
策
は
な
い
か
」

な
ど
の
声
が
あ
が
り
、
検
討

を
重
ね
、
同
社
協
が
独
自
の

事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。

現
在
、
作
業
を
担
う
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は

40
人
が
登
録
。

27
年
度
は
、
２
１

9
件

（
活
動
）
の
作
業
を
こ
な
し

た
。
活
動
で
多
い
の
が
、
ご

み
・
古
紙
出
し

73
活
動
、

草
取
り
、
草
よ
け
の
シ
ー
ト

張
り

36
活
動
、
庭
木
の
刈

り
込
み

30
活
動
な
ど
。
日

吉
台
学
区
の
高
齢
化
の
波
は
、

困
り
ご
と
を
助
け
る
サ
ポ
ー

タ
ー
に
も
及
び
、
サ
ポ
ー
タ
ー

の
高
齢
化
も
悩
み
の
タ
ネ
。

同
会
で
は
、
働
き
盛
り
の
サ

ポ
ー
タ
ー
の
登
録
も
呼
び
か

け
て
い
る
。

学
区
自
治
連
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
子
育
て
応
援
隊
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
３

日
間
、
日
吉
台

4
丁
目
の

10
号
公
園
「
古
墳
公
園
」
で
、

「
冒
険
☆
ア
ソ
☆
ビ
バ
」
を

催
し
た
。
こ
の
ア
ソ
☆
ビ
バ

に
は
、
期
間
中
の
３
日
間
で
、

約
１
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
、
五
月
晴
れ
の
下
、

公
園
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
催

し
に
歓
声
を
あ
げ
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
た
。

日
吉
台
に
住
む
子
ど
も
た

ち
に
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
、
思
い
っ
き
り
外

遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
子
育
て
応
援
隊
が
、
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
「
こ
ど
も

未
来
基
金
助
成
事
業
」
の
補

助
を
受
け
、
企
画
し
た
。

今
回
の
冒
険
☆
ア
ソ
☆
ビ

バ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
青
空

の
も
と
思
い
っ
き
り
体
を
動

か
せ
る
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し

た
大
木
に
ロ
ー
プ
を
か
け
た

ブ
ラ
ン
コ
遊
び
や
タ
ー
ザ
ン

ご
っ
こ
、
ロ
ー
プ
遊
び
な
ど

す
る
「
木
で
遊
ぼ
う
」
コ
ー

ナ
ー
、
ビ
ー
玉
、
石
あ
て
、

竹
返
し
、
リ
ム
回
し
な
ど
を

行
な
う
「
昔
遊
び
」
コ
ー
ナ
ー
、

青
竹
で
水
鉄
砲
な
ど
を
作
る

「
工
作
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
た
。
木
で
遊
ぼ
う
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
「
ま
る
で
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
」
み
た
い

と
、
大
き
な
木
の
ブ
ラ
ン
コ

に
揺
れ
な
が
ら
う
っ
と
り
と

す
る
女
の
子
も
。
昔
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ビ
ー
玉
や

リ
ム
回
し
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
な

昔
の
遊
び
に
「
難
し
い
け
れ

ど
お
も
し
ろ
い
」
と
時
間
を

忘
れ
て
夢
中
に
な
る
現
代
っ

子
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

工
作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本

も
の
青
竹
を
使
っ
た
水
鉄
砲

づ
く
り
が
大
人
気
。
完
成
す

る
と
さ
っ
そ
く
水
の
掛
け
合

い
が
は
じ
ま
り
、
服
は
た
ち

ま
ち
び
し
ょ
ぬ
れ
に
。
子
ど

も
た
ち
は
、
公
園
中
を
走
り

回
り
「
わ
ー
い
、
わ
い
」
。

最
終
日
に
は
、
鳥
の
巣
箱
を

作
り
「
は
や
く
巣
作
り
し
て

ね
」
と
古
墳
公
園
の
木
に
巣

箱
を
設
置
し
た
。

応
援
隊
で
は
、
夏
休
み
に

日
吉
台
小
で
１
泊
２
日
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
中
。

詳
細
が
決
定
次
第
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
ら
に
伝
え
る
。

大
津
、
大
津
北
両
警
察
署

主
催
、
「
交
通
安
全
子
ど
も

自
転
車
大
津
市
地
区
大
会
」

が

5
月

14
日
、
市
立
真
野

小
学
校
で
開
催
。
日
吉
台
小

学
校
の
代
表
と
し
て
同
大
会

に
出
場
し
た
６
年
生
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
、
５
年
生
チ
ー

ム
も
堂
々
の
３
位
に
入
り
、

６
年
生
の
八
田
静
樺
さ
ん
が

個
人
の
部
の
優
勝
を
果
た
し

た
。優

勝
し
た
の
は
、
６
年
生

の
田
村
光
さ
ん
▽
八
田
静
樺

さ
ん
▽
宮
崎
遥
菜
さ
ん
▽
柳

美
希
さ
ん
ー
ー
の
４
人
。
3

位
に
入
っ
た
５
年
生
は
眞
鍋

晴
菜
さ
ん
▽
眞
鍋
杏
香
さ
ん

▽
川
島
結
良
さ
ん
▽
山
本
愛

陽
さ
ん
の
４
人
。

同
大
会
に
は
、
市
内
の
小

学
校
４
～
６
年
生
７
チ
ー
ム

28
人
が
出
場
。
交
通
規
則
や

自
転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い

て
問
う

20
問
の
学
科
と
、

実
技
に
挑
戦
。
実
技
で
は
、

体
育
館
に
設
け
ら
れ
た
コ
ー

ス
で
行
な
わ
れ
、
審
査
員
が

厳
し
い
目
を
光
ら
せ
る
な
か
、

参
加
者
ら
は
、
安
全
運
転
と

ブ
レ
ー
キ
操
作
な
ど
に
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
、

会
場
に
は
、「
後
方
よ
し
」

「
左
よ
し
、
右
よ
し
」
の
参

加
者
ら
の
安
全
確
認
の
大
き

な
声
が
響
い
て
い
た
。

個
人
の
部
で
優
勝
し
た
八

田
さ
ん
は
「
１
年
間
練
習
し

て
き
た
お
か
げ
で
す
。
優
勝

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
ん

で
い
た
。
優
勝
し
た
日
吉
台

小
は
６
月
18
日
県
立
体
育

館
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に

出
場
す
る
。

「
日
吉
は
ひ
と
つ
」
を
合

言
葉
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
市

立
日
吉
中
学
校
（
山
本
進
校

長
）
の
学
校
運
営
を
支
え
る

今
年
度
の
「
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
総
会
」
が
、

5
月
初
旬
、
同
中
校
区
内
で

行
な
わ
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
の
長
、
保
護
者
ら
の
声

や
意
見
、
提
言
な
ど
を
学
校

運
営
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く

り
。
大
津
市
が
平
成

27
年

度
か
ら
市
立
皇
子
山
中
学
校
、

市
立
日
吉
中
学
校
の
２
校
で

ス
タ
ー
ト
。
日
吉
中
で
は
、

約
30
年
前
か
ら
す
で
に
こ

の
取
り
組
み
を
実
践
、
地
域

が
さ
さ
え
る
学
校
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
る
。

総
会
に
は
、
校
区
内
の
自

治
連
合
会
長
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
ら
地
域
各
団
体
の
長
、

学
校
関
係
者
ら
約
90
人
が

出
席
。
山
本
校
長
が
「
16
年

ぶ
り
に
日
吉
中
に
戻
っ
て
き

た
。
日
吉
は
ひ
と
つ
の
伝
統

の
学
校
づ
く
り
は
今
も
続
く
。

こ
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
桶
谷
守
・

市
教
育
長
が
「
地
域
と
家
庭
、

学
校
と
の
連
携
、
共
働
で
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
新
し
い
テ
ー

マ
の
学
校
づ
く
り
。
こ
れ
ま

で
の
努
力
に
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
、
同
中
生
徒
会

の
生
徒
た
ち
が
取
り
組
ん
だ

「
日
吉
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」

や
教
諭
ら
の
教
育
活
動
取
り

組
み
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
実
践
紹
介
も
行

な
わ
れ
た
。

冒険☆アソ☆ビバ開催
青空の下、子ら歓声

日吉台小チームが優勝
交通安全子ども自転車大津市大会

日吉はひとつ

日吉コミュニティ・スクール総会

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
支
援

社
協
・
さ
さ
え
あ
い
の
会


